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 教皇ベネディクト十六世

により、信仰年開催が告示

された。これはヴァチカン

第二公会議により宣言・発

布された憲章・教令等が示

されて50年が経過するので

少し振り返って信仰を深め

るよう促されたものである。

私にとって公会議が示すそ

の精神「アジョルナメント」

はキリスト教を信じ、伝え

るものとして非常に親しみ

やすいものと感じた。それ

まで畏敬の念一様で読むの

にも難しく感じられた中身

がとても親しみ易くなるほ

ど、これが教会の教えだと

喜んでいた。今も現代世界

憲章序文第一項に現代人と

教会の深い連帯性を取り上

げて「現代人の喜びと希望、

悲しみと苦しみ、特に貧し

い人々とすべて苦しんでい

る人々のものはキリストの

弟子たちの喜びと希望・悲

しみと苦しみでもある。眞

に人間的な事柄でキリスト

の弟子たちに反響を呼び起

さないものは一つもない」

とあるように、また、教皇

ベネディクト十六世もその

著「信仰の門」で、キリス

ト信者の生活は喜びの経験

もあれば苦しみの経験もあ

る（信仰の門 26 項）と宣べ

られています。私達は信じ

るものとなり、愛と正義を

持って生きていきましょう

と言われていると思います。

信仰という言葉には、①聞

くこと②知ること③信じる

こと④生きること、が含ま

れています。そして、信仰

を持って生きた者だけが伝

わるのです。現代社会は価

値観・多様性がある社会で

すので、キリスト者がキリ

スト者であり続けるのに神

の恵みと共に次のような努

力と言いますか、務めが必

要なのではないか、とバー

ド神父はカリスマ刷新黙想

会で言っておられたので参

考までに記しておきます。

①祈り②御言葉を心に留め

る③仲間と共に感謝の祭儀

に参加する④赦しがあるこ

と⑤分かち合いがあること

⑥マリア崇敬⑦イエズスは

父なる神への道⑧霊的読書

をすること（例えば聖人伝）。

これらはキリストの命を心

に宿すための素晴らしい材

料になります。互いに祈り

ましょう。 
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7 月 20 日(土)～21 日(日)恒例のサマーキャンプ

をしました。夕刻のバーベキューには信徒の皆さ

んも参加くださった。花火大会は記憶に残るイベ

ント。きもだめしではドキドキと怖かったけど楽

しかった。プールで、はしゃぎ、一時は中止も検

討されたソーメン流しも再開できた。青年主体で

進められ、裏方の親御さんたちも頑張った。高校

中学生の協力もありがたい。 
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私はラサール神父はとても心やさしい

人だと思いました。亡くなった人々のため

聖堂を建て、いのりをささげたからです。

私は聖堂がとても美しく見えました。

いろんな国々の人々が協力し合ってでき

た建物だからです。聖堂で今でもたくさん

の国々から訪れ、いのり続けている人がい

るからです。ヨハネ・パウロⅡ世も全世界

に向けての平和のアピール、祈りを捧げま

した。私はこのことを 

学んで、戦争はおそろ 

しく、平和がだいじだ 

と思いました。だから 

これからも平和を祈り 

続けたいと思います。 

 青崎小６年 ＡＫ 

戦争は人間の仕業です。戦争は生命の破

壊です。戦争は死です。聖ヨハネ・パウロ

Ⅱ世のこの言葉は今でも自分たちの心に

残っています。自分たちの知りたかったキ

リスト教、宗教を持つ人にとっての命と

は、戦争とは何かがわかり、それを目で耳

で肌で感じることができ、今の自分たちの

平和への思い、考え方にいい影響を与えて

もらいました。 

今回、見学させていただいた内容は自分

たちの宝であり、下級生や他の人にしっか

り伝えていきたいと思います。終わりなき

平和を私たちも思い、これからの人生を生

きていきたいと思います。 

 北海道黒松内、白井川中学校 

合同就学旅行団 

聖堂に平和学習のため見学に来た子どもたちの感想を

順次紹介しています 

もう二度と戦争が起こらないでほしいという気持ちで、お祈りするために、この聖堂

が建てられたと聞きました。それだけでも素晴らしいことなのに、戦後９年間で建てら

れたと聞き、すごくびっくりしました。広島の人々はそれだけ、この世界が平和であっ

てほしいと望んでいたからだと思います。ほぼ手作りで作られていて、レンガも一つ一

つ丁寧に積み上げられていて、とても感動しました。「みんなの気持ちが集まれば、大

きな物も作れる。がんばれば何となかる」。そんな気持ちや勇気を与える建物なんだな

と思いました。私も実際、その話を聞いて勇気をもらえたし、世界平和記念聖堂の皆さ

んにとっても、聖堂という場所は、気持ちが安らぐ居場所なんだなと思いました。 

そして、こんな素晴らしい場所で、合唱を歌わせていただきました。クラスみんなの

声が響く、合唱が歌えてとてもうれしかったです。 

まだ世界では、戦争をしている地域がたくさんあります。私は戦争はしてはいけない

と、学習旅行を通じて改めて感じることができました。今私たちにできることは、少な

いけれど、周りの人々を笑顔にすることが、私でもできます。周りの人から、たくさん

の人へ、そして世界へ。笑顔がたくさん届けられたらいいなと思います。 

 岐阜県高山市立東山中学校 ＹＦ



「平和の鐘」2012 年 9 月号（4） 

ヨセフ会        

バ ー ベ キ ュ ー 大 会 

 

日時 ９月 30 日 ９時半ミサ後

～午後 2 時まで 

場所 中庭、マリアホール 

内容 バーベキュー、ビール 

ジュース、お茶、むすびなど 

会費 家族２０００円 

 大人１０００円 

 中高生５００円 

 飲み放題一人につき５００円

追加 

 

  行事予定             

・敬老祝賀会（9/9） 

・ネットワークミーティン

グ（9/15,16,17） 

・前田司教叙階一周年記念

と金・銀祝（9/22、岡山、

島根地区） 

・ヨセフ会 バーベキュー

大会（9/30） 

 

 

 

 

会議の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集後記  

宗教や民族による対立
が世界各地で続いてい

ます。日本では宗教や民族の垣
根を感じることは少ないのです
が、領土問題のデモが日々エス
カレートしていくのを見ると、 
戦争とは、このようなことが発
端になってしまうのかと不安を
感じます。日本には戦争という
選択肢がないという安心感の反
面、どのように対応していくの
か、今後の行方が心配です。
（か） 

月 幹事会 運営委員会 

９月 8 日(土) 23 日(日) 

10 月 13 日(土) 21 日(日) 

9～10 月の行事予定 
 

9 月 9 日  （日） 年間第 23 主日 
   敬老祝賀会 
9 月 14 日 （金） 十字架称賛 

みことばの分かち合い 
9 月 15 日 （土） ネットワークミーティング（～17 日） 
9 月 16 日 （日） 年間第 24 主日 
9 月 21 日 （金） 愛宮ラサール座禅会（19：00 地下聖堂） 
9 月 23 日 （日） 年間第 25 主日 
   10 分間掃除、 高齢者の集い 
9 月 27 日 （木） 祈りの集い（18：30 地下聖堂） 
9 月 30 日 （日） 年間第 26 主日 
   日曜学校授業、懇親会 
10 月 3 日 （水） 女性連合研修会（～4 日） 
10 月 7 日 （日） 年間第 27 主日 
   教会掃除、パイプオルガン定期演奏会 
10 月 12 日 （金） みことばの分かち合い 
10 月 14 日 （日） 年間第 28 主日 
   日曜学校授業、高齢者の集い 
10 月 19 日 （金） 召命合同祈りの集い 
   愛宮ラサール座禅会（19：00 地下聖堂） 
10 月 21 日 （日） 年間第 29 主日 
   10 分間掃除 
10 月 25 日 （木） 祈りの集い（18：30 地下聖堂） 
10 月 28 日 （日） 年間第 30 主日 
   教会バザー、高齢者の集い 


